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研究成果の概要（和文）：文理解研究で注目されている処理の仕組みの1つに「予測」がある。これは時間軸上
で高速に展開される文理解処理の各時点で、その後にどのような要素が続くか、全体がどのような言語構造体と
なるかを先読みするという仕組みである。近年の文理解研究において、この「予測」が原因で文理解処理にかか
る負荷の大小が変化するという報告が提出されており、文理解処理における「予測」の働きを解明することは、
人間の言語理解モデルの精緻化には不可欠である。本研究では、この「予測」という仕組みの働き方が母語話者
の場合と学習者の場合の相違点を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：One of the processing mechanisms that has attracted much attention in the 
study of sentence comprehension is "prediction". This is a mechanism to anticipate at each point in 
a sentence processing that unfolds rapidly in real-time, what elements will follow and what kind of 
language structure the whole will become. In recent research on sentence comprehension, it has been 
reported that the load on sentence comprehension processing changes due to this "prediction", and 
elucidating the function of "prediction" in sentence comprehension processing is indispensable for 
elaborating human models of language comprehension. In this study, we examined the differences in 
the way this "prediction" mechanism works between native speakers and learners.

研究分野：心理言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、この「予測」という仕組みの働き方が母語話者の場合と学習者の場合の相違点を明らかにした。具
体的には、母語話者は語の意味的な情報によって他の語の出現やその構造関係を予測するだけでなく、格助詞な
どの統語的な情報も適切に利用することができるのに対し、学習者は意味的な情報の利用は学習レベルに応じて
変化するが、統語的な情報の利用はその学習レベルに関わらず、あまり得意ではないことが明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 文理解研究で注目されている処理の仕組みの 1つに「予測」がある。これは時間軸上
で高速に展開される文理解処理の各時点で、その後にどのような要素が続くか、全体が
どのような言語構造体となるかを先読みするという仕組みである。近年の文理解研究に
おいて、この「予測」が原因で文理解処理にかかる負荷の大小が変化するという報告が
提出されており、文理解処理における「予測」の働きを解明することは、人間の言語理
解モデルの精緻化には不可欠である。 
本研究では、この「予測」に個人の認知能力の差（具体的には作動記憶容量の差）がど
のように関わるか、母語の理解と非母語の理解では「予測」の関わり方がどのように異
なるのかという問いに対する実証データを示すことで、文理解処理における「予測」の
働きを明らかにすることを目指した。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、文処理中に行われる「予測」が処理負荷の大小に変化を生じさせる理由
を明らかにすることを目指し、その目的を達成するためには下記の①～③の問いに対す
る答えを探った。 
 
①母語話者による「予測」の個人差の検討 
 人間が言語をはじめとした認知処理を行なう場として、作動記憶と呼ばれる記憶の仕
組みが仮定されている。ここでは「一時的な情報の保持」と「情報の計算操作」が行わ
れるとされている。作動記憶の容量には個人差があり、容量が大きい人ほど効率的に処
理を進めることができ、容量の大きい人は、文構造を速く処理できることが英語や日本
語の研究で示されている。しかし、そのような現象を示す文構造の種類はまだ限られて
おり、より広い対象で検討することが必要であった。 
 
②「予測」と言語的な単位の大きさの関係の検討 
 作動記憶容量の個人差とあわせて検討する必要があるのが処理対象の言語的な単位
の違いである。「同一文中で行われる予測」と「文を越えて（文章内で）行われる予測」
にも作動記憶容量の違いが関わっている可能性が高い。英語では処理負荷の違いに文脈
が与える影響について多くの検討があるが、日本語ではまだ少なく、処理対象の言語的
な単位の大きさの影響を検討する必要があった。 
 
③母語と非母語の違いが「予測」に与える影響の検討 
 作動記憶と「予測」の関わりを検討する上でもう 1つ欠かせないのが、母語と非母語
の処理の違いである。母語のようにかなり自動的に処理が進められる場合でも、作動記
憶容量の大小がその効率に影響する。では、非自動的に処理が進められることが多い外
国語の場合はどうだろうか。作動記憶容量の大小によって母語と同じような処理負荷量
の変化を示すのだろうか？それとも、母語とは異なる振る舞いを見せるのだろうか？学
習者の作動記憶容量の大小が学習者の文処理負荷の大小にどのように影響するかも明
らかでないので、検討が必要であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、作動記憶容量の個人差に着目し、文処理中に行われる「予測」の仕組み
を明らかにすることで、人間の言語理解モデルの精緻化を目指した。そのために、 
 ① 日本語母語話者を対象とした、同一文中で行われる予測と作動記憶容量の大小
の関係 

 ② (i)日本語母語話者を対象とした、文を越えて行われる予測と作動記憶容量の
大小の関係 

   (ii)日本語学習者を対象とした、同一文中で行われる予測と作動記憶容量の大



小の関係 
 ③  日本語学習者を対象とした文を越えて行われる予測と作動記憶容量の大小の
関係 

の 4 点について検討した。検討の手段として、「同一文中で行われる予測」では実験者
参加者ペースの読文時間計測実験を採用し、「文を越えて行われる予測」では文章読解
中の視線計測実験を採用した。 
 
４．研究成果 
 本研究では、以下の成果が得られた。 
 まず、作動記憶容量については対象とした文構造の処理においてはその影響を観察す
ることができなかった。つまり、作動記憶容量の大小で研究参加者を分けても、その文
処理の仕組みの違いを取り出すことはできなかった。 
 母語話者と学習者の違いは以下のようにまとめられる。母語話者は語の意味的な情報
によって他の語の出現やその構造関係を予測するだけでなく、格助詞などの統語的な情
報も適切に利用することができるのに対し、学習者は意味的な情報の利用は学習レベル
に応じて変化するが、統語的な情報の利用はその学習レベルに関わらず、あまり得意で
はないことが明らかになった。 
 また、技術的な成果として、比較的安価で一定の信頼性のある視線計測システムを構
築することができた。従来言語処理分野で利用される視線計測システムは高価であり、
導入に一定のハードルがあった。産業分野で利用される高速カメラを応用した視線計測
システムが実験心理学の領域で開発されつつあり、それを導入することができないかを
探った。その結果、言語処理分野でも十分に利用できるほどの速度と精度を持ったシス
テムが構築できることが明らかになった。 
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